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新芦屋古墳出土　杯身・杯蓋

吹田 29 号窯跡出土　琴柱



定員：120 名（当日先着）

https://www.city.suita.osaka.jp/museum/

このチラシは 10,000 部作成し、1部あたりの単価は 8.8 円です。

この印刷物は、環境にやさしい紙と植物油インキを使用しています。

　日本列島に、登り窯を使って高温で器を焼く技術が朝鮮半島からやってきたのは、約 1,600 年前のこと。この最

新の技術「窯」で焼いた土器「須恵器」は、これまで使用していた「土師器」とともに主要な焼き物として発展し

ていきます。

　この新技術が伝わった最初期の 5 世紀初頭、千里丘陵の東側に位置する吹田窯跡群（吹田市）に吹田 32 号窯が築

かれます。その後少し期間を空け、再び 6世紀から本格的に須恵器の生産を開始します。　

　近年の吹田操車場遺跡（吹田市）や明和池遺跡（摂津市）の発掘調査では、須恵器づくりのための粘土を採掘し

た跡や、焼けひずんだ須恵器がみつかり、出荷にむけた不良品の選別をしていたこともわかってきました。

　古墳時代の技術革新によって生産された「須恵器」。吹田市内の出土資料を中心に、吹田の須恵器生産について紹

介します。

「千里丘陵の須恵器生産と古代東アジアの交流」

講師：中久保辰夫氏（大阪大学大学院人文学研究科准教授）

「千里古窯跡群の調査 60 年の歩み」

講師：藤原　学氏（元大阪学院大学国際学部教授・元当館学芸員）

会場：3階ロビー・特別展示室時間：午後 1時～ 2時

時間：午後 2時 30 分～4 時

会場：2階講座室 /3 階特別展示室
時間：午後 2時～ 3時
講師：当館学芸員

会場：2階講座室 /3 階特別展示室
時間：午後 1時 30 分～ 4時
講師：信田敏宏氏（国立民族学博物館教授
　　　・「みんぱく Sama-Sama 塾」主宰）

10/24 11/22

時間：午後 1時～ 3時
会場：3階特別展示室

時間：午後 2時～ 3時
会場：3階特別展示室
講師：中牧弘允（当館特別館長）

要観覧料 無料観覧日 要観覧料

は　 じ

めい わ

〆切 10 月 13 日（火）必着

すいはくHP

展覧会に関するわかりやすいお話やクイズラリーな
ど製作・体験

小学 5年生以上で療育手帳を持っている方
同伴の保護者又は介護者

参加者にはクリアファイルをプレゼント

　この新技術が伝わった最初期の 5 世紀初頭、千里丘陵の東側に位置する吹田窯跡群（吹田市）に吹田 32 号窯が築

新芦屋古墳出土　高杯

時間：午後 2時～4 時 会場：2階講座室 定員：120 名（当日先着）

会場：2階講座室


